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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年4月17日(2014.4.17)

【公表番号】特表2013-521312(P2013-521312A)
【公表日】平成25年6月10日(2013.6.10)
【年通号数】公開・登録公報2013-029
【出願番号】特願2012-556283(P2012-556283)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 207/333    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 249/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4196   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4439   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/427    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/444    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/506    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/433    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 233/64     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4164   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 207/337    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/40     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 231/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/415    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 257/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/41     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 207/333   ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 249/08    ５３５　
   Ａ６１Ｋ  31/4196  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 403/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4439  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 417/04    　　　　



(2) JP 2013-521312 A5 2014.4.17

10

20

   Ａ６１Ｋ  31/427   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/444   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 403/06    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/506   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 417/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/433   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 233/64    １０１　
   Ａ６１Ｋ  31/4164  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 207/337   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/40    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 231/12    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  31/415   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 257/04    　　　Ｅ
   Ａ６１Ｋ  31/41    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 409/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月28日(2014.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式ＩＩＩ’：
【化１】

（式中：
　Ａ’が、１つ以上のＲ１’で置換されたフェニルであり；
　各Ｒ１’が、独立して、ハロゲン、－ＮＯ２、－ＣＮ、－ＯＲａ、－ＳＲａ、－Ｎ（Ｒ
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ａ）２、－Ｎ３、または－Ｌ１－Ｒからなる群より選択され；
　各Ｒａが、独立して、－Ｈ、－Ｒまたは－Ｃ（Ｏ）Ｒであり；
　Ｌ１が、共有結合または任意に置換された二価のＣ１～６炭化水素鎖であり、ここで、
Ｌ１の１つ以上のメチレン単位が、任意にかつ独立して、－Ｃｙ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－
Ｎ（Ｒａ）－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒａ）－、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ
（Ｏ）Ｎ（Ｒａ）－、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ
）Ｎ（Ｒａ）－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）－、－Ｎ（Ｒ
ａ）Ｓ（Ｏ）２－、－ＯＣ（Ｏ）－または－Ｃ（Ｏ）Ｏ－で置換され；
　－Ｃｙ－が、３～７員の飽和または部分的に不飽和のシクロアルキレン環、窒素、酸素
、および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する４～７員の飽和また
は部分的に不飽和のヘテロシクロアルキレン環、フェニレン、窒素、酸素、および硫黄か
ら独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有する５～６員の単環式ヘテロアリーレン
、８～１０員の二環式アリーレン、あるいは窒素、酸素、および硫黄から独立して選択さ
れる１～４個のヘテロ原子を有する８～１０員の二環式ヘテロアリーレンから選択される
、任意に置換された二価の環であり；
　各Ｒが、独立して、任意に置換されるＣ１～８アルキル；Ｃ２～８アルケニル；Ｃ２～

８アルキニル；ハロアルキル；フェニル；３～７員の飽和もしくは部分的に不飽和のシク
ロアルキル環；８～１０員の二環式の飽和の、部分的に不飽和のもしくはアリールの炭素
環；窒素、酸素、および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する４～
７員の飽和もしくは部分的に不飽和のヘテロシクロアルキル環；窒素、酸素、および硫黄
から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有する５～６員の単環式ヘテロアリール
環；または窒素、酸素、および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有す
る８～１０員の二環式ヘテロアリール環であり；あるいは：
　同じ窒素上の２つのＲが、それらの間にある原子と一緒になって、窒素、酸素、および
硫黄から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する４～７員の複素環を形成し、
　Ｒ３’が、－Ｌ１－Ｒであり、この式において、Ｌ１が－ＣＨ２－であり、Ｒが、窒素
、酸素、および硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有する５～６員の単
環式複素環である）
の化合物またはその薬学的に許容できる塩。
【請求項２】
　Ｒ３’が、－Ｌ１－Ｒであり、この式において、Ｌ１が－ＣＨ２－であり、Ｒが、１～
３個の窒素を有する６員の単環式複素環である、請求項１記載の化合物。
【請求項３】
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【化２】

からなる群より選択される請求項１記載の化合物またはその薬学的に許容できる塩。
【請求項４】
　式ＩＩＩ’：
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【化３】

（式中：
　Ａ’が、１つ以上のＲ１’で置換されたフェニルであり；
　各Ｒ１’が、独立して、ハロゲン、－ＮＯ２、－ＣＮ、－ＯＲａ、－ＳＲａ、－Ｎ（Ｒ
ａ）２、－Ｎ３、または－Ｌ１－Ｒからなる群より選択され；
　各Ｒａが、独立して、－Ｈ、－Ｒまたは－Ｃ（Ｏ）Ｒであり；
　Ｌ１が、共有結合または任意に置換された二価のＣ１～６炭化水素鎖であり、ここで、
Ｌ１の１つ以上のメチレン単位が、任意にかつ独立して、－Ｃｙ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－
Ｎ（Ｒａ）－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒａ）－、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ
（Ｏ）Ｎ（Ｒａ）－、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ
）Ｎ（Ｒａ）－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）－、－Ｎ（Ｒ
ａ）Ｓ（Ｏ）２－、－ＯＣ（Ｏ）－または－Ｃ（Ｏ）Ｏ－で置換され；
　－Ｃｙ－が、３～７員の飽和または部分的に不飽和のシクロアルキレン環、窒素、酸素
、および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する４～７員の飽和また
は部分的に不飽和のヘテロシクロアルキレン環、フェニレン、窒素、酸素、および硫黄か
ら独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有する５～６員の単環式ヘテロアリーレン
、８～１０員の二環式アリーレン、あるいは窒素、酸素、および硫黄から独立して選択さ
れる１～４個のヘテロ原子を有する８～１０員の二環式ヘテロアリーレンから選択される
、任意に置換された二価の環であり；
　各Ｒが、独立して、任意に置換されたＣ１～８アルキル；Ｃ２～８アルケニル；Ｃ２～

８アルキニル；ハロアルキル；フェニル；３～７員の飽和もしくは部分的に不飽和のシク
ロアルキル環；８～１０員の二環式の飽和の、部分的に不飽和のもしくはアリールの炭素
環；窒素、酸素、および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する４～
７員の飽和もしくは部分的に不飽和のヘテロシクロアルキル環；窒素、酸素、および硫黄
から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有する５～６員の単環式ヘテロアリール
環；または窒素、酸素、および硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有す
る８～１０員の二環式ヘテロアリール環であり；あるいは：
　同じ窒素上の２つのＲが、それらの間にある原子と一緒になって、窒素、酸素、および
硫黄から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する４～７員の複素環を形成し、
　Ｒ３’が、－ＣＨ（ＣＨ３）２である）
の化合物またはその薬学的に許容できる塩。
【請求項５】
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【化４】
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【化５】
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【化６】
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【化７】

からなる群より選択される請求項４記載の化合物またはその薬学的に許容できる塩。
【請求項６】
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【化８】

からなる群より選択される請求項５記載の化合物またはその薬学的に許容できる塩。
【請求項７】
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【化９】
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【化１０】
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【化１１】
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【化１２】
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【化１３】
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からなる群より選択される化合物またはその薬学的に許容できる塩。
【請求項８】
　請求項１～７いずれか記載の化合物またはその薬学的に許容できる塩と、薬学的に許容
できる補助剤または媒体とを含む医薬組成物。
【請求項９】
　請求項１～７いずれか記載の化合物またはその薬学的に許容できる塩を含む、ＣＲＭ１
を調節するための医薬組成物。
【請求項１０】
　請求項１～７いずれか記載の化合物またはその薬学的に許容できる塩を含む、ＣＲＭ１
に関連する障害を治療、調節、および／または予防するための医薬組成物。
【請求項１１】
　前記障害が、癌および他の腫瘍性障害；炎症性疾患；心筋症、肺線維症、肝線維症、糸
球体腎炎および他の腎障害を含む異常な組織増殖の障害および線維症；ならびに急性およ
び慢性ウイルス感染からなる群より選択される、請求項１０記載の医薬組成物。
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